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重要文化財 有柄細形銅剣（向津具王屋敷出土）
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　重要文化財有柄細形銅剣は、明治 34年（1901）
に山口県大津郡向津具村（現在長門市油谷）の王
屋敷遺跡で発見されました。出土後 50年以上が
経った昭和 31年（1956）に国の重要文化財に
指定されました。
　平成元年（1989）に同じ形の剣が吉野ケ里遺跡
（佐賀県）で発掘され、その関係性に関心が集まり
ました。
　長門市では、貴重な文化財を後世に伝えるため
令和７年度（2025）に銅剣の保存修理や展示用
台座の作成を行いました。
　本展は、有柄細形銅剣の山口県内初公開です。
修理が完了した有柄細形銅剣と吉野ケ里遺跡（佐賀
県）から出土した関連遺物を展示し、古代史の謎に
迫ります。

ゆうへいほそがたどうけん

有柄細形銅剣 ってなに？

　細形銅剣は、朝鮮半島や日本から出土している青銅
製の武器です。紀元前 1,500 年から紀元前後にかけて
作られたものだと考えられています。通常は剣身部分
と柄の先端（把頭）部分の飾を別々に作っており、柄
の部分は木製で作られています。

　有柄細形銅剣とは、柄も青銅で作られている銅剣です。
剣身と柄および把頭飾を一体として鋳造した珍しい銅剣
で、全国でも５例しか見つかっていません。そのうち
の１点が向津具の銅剣なのです。他の４点は、すべて
九州で見つかっているので、本州唯一の出土例とも言え
ます。
　この銅剣は弥生時代中期ごろに大陸から伝わったと
考えられています。なぜそのような剣が向津具から見
つかったのか・・・イモガイ製貝輪

（吉野ケ里遺跡出土、佐賀県蔵）
四面鋳型

（吉野ケ里遺跡出土、佐賀県蔵）

把頭飾 剣身

柄は木製で作られていたため
長い年月により失われている
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ヒストリアながと 観覧料が有料化

　油谷地区は、銅剣以外にもたくさんの文化を今に
伝えています。そんな文化を題材に作られた「油谷
町の歴史いろはがるた」を旧油谷町民以外の方にも
触れていただきたいと思っています。
　また、「楊貴妃伝説」や全国的にも有名な「海女」
の歴史など、海に関連した歴史を展示するほか、
メキシコマヤ文明の遺跡（世界遺産）の調査に尽力
した油谷出身の人物を紹介します。

油谷町のいろはかるた

　ヒストリアながとでは、観覧料による収益を
企画展の開催費用などに充て、展示やイベント
を充実させることで、より魅力ある施設にする
ことを目的に、４月から市外在住の来場者より
観覧料を徴収します。
※長門市民は引き続き無料でご覧いただけます。
受付で住所の分かるもの（運転免許証など）を
ご提示ください。
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